
第７期高齢者福祉計画・介護保険事業計画の実績報告について 資料1-1　　（議題２）

◎当初の計画値以上に実施できた。〇当初の計画値通り実施できた。△実施したが当初の計画値に至らなかった。×実施できなかった。

区分

地域包括支援セン

ター機能の強化

計画値 4 4 4

実績値 4 3 0

計画値 2 2 3

実績値 2 2 2

計画値 6 5 5

実績値 6 6 0

計画値 1 1 1

実績値 1 1 0

計画値 1000 1000 1000

実績値 随時配布 随時配布 随時配布

計画値 400 400 400

実績値 369 203 0

計画値 14 17 20

実績値 12 14 14

計画値 6 6 6

実績値 1 0 1

計画値 12 12 12

実績値 13 10 9

計画値 8 8 8

実績値 7 5 0

計画値 6 6 6

実績値 3 2 5

計画値 2300 2300 2300

実績値 随時配布 随時配布 随時配布

計画値 2400 2400 2400

実績値 随時配布 随時配布 随時配布

計画値 随時更新 随時更新 随時更新

実績値 随時更新 随時更新 随時更新

計画値 2000 19000 2000

実績値 19000 随時配布 随時配布

計画値 20 20 20

実績値 21 19 20

Ｈ30年度

（2018）

Ｈ31年度

（2019）

Ｒ2年度

（2020）

第７期介護保険事業計画に記載の内容 3ヶ年の

計画値評価

新型コロナ

の影響を受

けた事業

●

事業内容、指標等 実施状況等
第７期における具体的な取組

1.地域包括ケア

体制の充実

地域包括ケアの

システム化
数値設定なし

医療と介護の連携 多職種連携研修開催

数（回）
△ ●

介護・医療・リハ職等の多職種間の関係性の構築や、専

門職のスキルアップを目的とした、多職種連携研修の開

催数。

2020年度は、コロナのため研修の開催ができなかった。

認知症や看取り、救急対応等、様々なテーマの研修会を開催し、多職種間の相

互理解の促進に取り組んだ。

認知症の状態に応じ

た対応体制づくり

認知症初期集中支援

チーム検討委員会の

開催数（回）

△

認知症初期集中支援チームの活動計画及び実績について

評価検討する委員会の開催数。

認知症対策連絡会の

開催数 △

日常生活体制整備の

充実

地域ぐるみネット

ワークふれあい会議

参加者数（人）

△ ●

認知症施策の推進を図るため、介護・医療関係者による

検討を行う会議の開催数。

連絡会の開催を通して市内の認知症支援の体制が充実してきたことを踏まえ、

2020年度以降は、検討を要する事項があった際に随時開催する方式に変更し

た。2020年度は開催なし。

認知症多職種連携研

修開催数（回）
△ ●

介護・医療・リハ職等の多職種を対象とした、認知症に

関する研修会の開催数。

2020年度は、コロナのため会議の開催ができなかった。

参加者が徐々に減少していく中で会議の実施方法を検討する必要がある。

創出された資源・活

動数（か所） △ ●

ふれあい会議等の取り組みの中から創設された社会資

源・活動団体の数。

コロナの影響もあり、当初の見込みより活動団体等の数は増えなかった。

地域住民が生活支援サービスを行う団体を支援するための補助金事業を、

2020年度より創設した。

認知症ケアパス配布

数（冊）
○

認知症ケアパス（認知症ガイドブック）の配布数。

地域に必要な社会資源や活動を、地域住民が主体となって創出

することを目的として開催する、地域ぐるみネットワークふれ

あい会議の参加者数。

地域ケア会議の運営 ご近所支え合い会議

開催数（回） △ ●

困りごとを抱える高齢者に対する支援について地域の関

係者、専門職が共に検討し、見守り・支え合い等のネッ

トワークを構築するのための会議の開催数。

当初の見込みより会議の対象となる高齢者が少なかったことから、会議の開催

数が少なかった。

自立支援型地域ケア

会議開催数（回）
△ ●

自立支援の理念のもと、個別支援策を検討するための、

自立支援型地域ケア会議の開催数。

地域ケア推進会議開

催数（回）
△

地域包括ケアシステム構築の推進を目的とした、地域ケ

ア推進会議の開催数。

会議の効果的・効率的な運営のため、検討する課題に応じて会議の方法や開催

回数の見直しを行い、当初見込みより会議の開催回数を減らした。

高齢者向けの社会資源、地域包括支援センターを紹介す

るガイドブックの配布数。

当初の見込みでは、2019年度に全戸配布を予定していたが、一年前倒しして

2018年度に全戸配布を実施した。その後は窓口等での随時配布を行ってい

る。

介護事業者情報冊子
○

2019年度、2020年度はコロナのため会議の開催が少なかった。

課題支援型地域ケア

会議開催数（回） △ ●

支援の困難なケース等の個別支援策を検討するための、

課題支援型地域ケア会議の開催数。

当初の見込みより会議の対象となる支援困難ケース等が少なかった。また、

2020年度からは対象ケースの抽出方法を見直しを行い、2020年度は対象ケー

スが無かった。

市民配布用の市内介護サービス事業所情報一覧冊子の作

成。

2.情報・相談機

能の充実

情報提供の充実 保健福祉ガイドブッ

ク発行数
○

福祉サービス等に関する情報をまとめたガイドブックの

発行数。（社会福祉課作成）

介護保険解説冊子の

配布
○

介護保険制度に関するパンフレットの配布数。

地域包括ケアガイド

（発行数） ○

相談・課題把握

体制の充実

地域包括支援セン

ター内部ケース検討

会（回）

○

地域包括支援センターの相談対応力向上のための内部検

討会の開催数。

１．地域包括ケア

システムの深化・

推進
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第７期高齢者福祉計画・介護保険事業計画の実績報告について 資料1-1　　（議題２）

◎当初の計画値以上に実施できた。〇当初の計画値通り実施できた。△実施したが当初の計画値に至らなかった。×実施できなかった。

区分

Ｈ30年度

（2018）

Ｈ31年度

（2019）

Ｒ2年度

（2020）

第７期介護保険事業計画に記載の内容 3ヶ年の

計画値評価

新型コロナ

の影響を受

けた事業

事業内容、指標等 実施状況等
第７期における具体的な取組

計画値 5660 5798 5927

実績値 5913 8100 6992

計画値 1 1 2

実績値 4 6 1

計画値 20 20 40

実績値 120 136 9

計画値 2 3 3

実績値 1 2 2

計画値 12 12 12

実績値 0 10 1

計画値 20 20 40

実績値 15 11 0

計画値 25 30 30

実績値 18 17 4

計画値 15 15 15

実績値 16 19 3

計画値 380 380 380

実績値 374 329 25

計画値 500 510 520

実績値 466 477 494

計画値 30 35 35

実績値 10 未実施 未実施

計画値 22 22 22

実績値 21 21 21

計画値 250 270 290

実績値 261 217 181

計画値 29000 29000 29000

実績値 26183 17960 3106

計画値 11500 11600 11700

実績値 14584 11071 2243

計画値 27 28 29

実績値 28 35 0

計画値 14 17 20

実績値 12 14 14

計画値 2 2 2

実績値 2 2 1

計画値 25 25 25

実績値 13 25 11

地域包括支援セン

ター総合相談支援件

数

ー

市内３カ所の地域包括支援センターで受けた総合相談の

件数。

2.情報・相談機

能の充実

相談・課題把握

体制の充実

認知症高齢者や

その家族が暮ら

しやすい地域づ

くり

認知症カフェ開催場

所数（所）
△ ●

介護に取り組む

家族等への支援

の充実

家族介護教室（回）
○ ●

認知症の人の活動や交流の場を作ることを目的とした、

認知症カフェの開催数。

認知症パートナー受

講者数（人）
△ ●

認知症パートナー養成講座の受講者数。

●

包括支援センターの圏域ごとの開催（3か所）を想定していたが、参加者がア

クセスしやすい場所で開催するため、2か所での実施とした。

認知症家族会開催数

（回） △ ●

認知症の人の家族の交流の場を作ることを目的とした、

認知症家族会の開催数。

実施主体の団体が解散したため、2018年度は実施できなかった。2019年度

は、介護サービス事業所の協力を得て実施したほか、市の直接開催も実施。

2020年度はコロナのため、開催数が少なかった。

県の事業や事業者の協力を得て、当初計画していた回数よりも多くの開催する

ことができた。

2020年度はコロナのため開催回数が少なかった。
家族介護教室参加者

数（人）
○ ●

介護を担う家族を対象とした家族介護教室の参加者数。

介護を担う家族を対象とした家族介護教室の開催数。

コロナのため利用者減。

2018年度から、従来対象としていた市内小学校等に加え、地域の一般企業等

を対象として講座を開催することを想定していたが、企業等からの要望が無

かったため、受講者数、開催数とも当初の見込みより少なかった。

2020年度はコロナのため、開催数が少なかった。
認知症サポーター養

成講座開催数
△ ●

認知症パートナー養成講座の開催回数。

●
白井市シルバー人材センターの登録数。

●

高齢者の就労支援を目的として開催するマッチングイベ

ントによる、高齢者と企業のマッチング数。

１.高齢者が参

加・活躍するま

ちづくりの推進

就労・地域活動

への参加促進

雇用・就労の促進 就労技能習得等の講

座開催数（回）
△

シルバー人材センター

の登録者数（人） △

地域活動への参加の

促進

高齢者クラブ数（団

体）

マッチングイベント

のマッチング見込み

（人）

△

事業の効果的・効率的な実施を目的として、2018年度から産業振興課と合同

で隔年開催することとしたため、2019年度は未実施。

2020年度はコロナのため実施できなかった。

●

●

基準緩和型訪問サービスを提供する人材の養成研修の参

加者数。

高齢者就労指導センターで開催する、高齢者の就労に必

要な技能の修得や教養の向上のための講座の開催数。

2020年度はコロナのため、開催数が少なかった。

就労技能習得等の講

座参加者数（延人）
△ ●

高齢者就労指導センターで開催する、高齢者の就労に必

要な技能の修得や教養の向上のための講座の参加者数。

○ ●
高齢者クラブ（高齢者の社会参加や交流を目的とする団

体）の数。

●
老人福祉センターの年間利用者数。 コロナのため利用者減。

老人憩いの家年間利

用者数（人）
△ ●

老人憩いの家の年間利用者数。

介護支援ボランティ

ア登録者数（人） △ ●

介護保険施設等でボランティアを行う介護支援ボラン

ティアの登録者数。

コロナの影響もあり、当初の見込みより登録者数が少なかった。

2020年度はコロナのため、介護保険施設等がボランティアの受け入れをでき

なかった。

高齢者の集いの場（サロン）の代表者を対象とした交流

会議の参加団体数。

2020年度はコロナのため実施できなかった。

地域住民が主体となり生活支援サービスを行う団体の

数。

当初の見込みよりサービスを行う団体数が少なかった。

2020年度はコロナのためほとんどの団体で活動が行えなかった。

生活支援員養成研修

（回）
△ ●

基準緩和型訪問サービスを提供する人材の養成研修の開

催数。

2020年度はコロナのため上半期の研修を中止した。

生活支援員数（数）
△ ●

住民主体の介護予

防・生活支援サービ

ス（団体）

△

介護予防・日常生活

支援総合事業の推進

介護予防体制の

充実

2.介護予防事業

の推進

２．自立支援のた

めの介護予防の推

進

居場所や交流の場づ

くり

老人福祉センター年

間利用者数（人）
△

交流会議参加団体数

（団体）
△

2



第７期高齢者福祉計画・介護保険事業計画の実績報告について 資料1-1　　（議題２）

◎当初の計画値以上に実施できた。〇当初の計画値通り実施できた。△実施したが当初の計画値に至らなかった。×実施できなかった。

区分

Ｈ30年度

（2018）

Ｈ31年度

（2019）

Ｒ2年度

（2020）

第７期介護保険事業計画に記載の内容 3ヶ年の

計画値評価

新型コロナ

の影響を受

けた事業

事業内容、指標等 実施状況等
第７期における具体的な取組

計画値 85 92 100

実績値 50 40 31

計画値 50 54 59

実績値 76 87 83

計画値 205 221 239

実績値 220 204 146

計画値 60 60 60

実績値 44 49 14

計画値 8 8 8

実績値 8 4 3

計画値 48 48 48

実績値 45 40 0

計画値 40 40 40

実績値 85 86 17

計画値 240 240 240

実績値 105 63 0

計画値 50 50 50

実績値 42 46 9

計画値 115 121 127

実績値 108 107 102

計画値 200 200 200

実績値 186 200 0

計画値 120 120 120

実績値 120 111 0

計画値 20 20 20

実績値 19 18 18

計画値 30 40 50

実績値 30 33 36

計画値 10 10 10

実績値 9 9 0

計画値 60 65 65

実績値 55 49 44

計画値 6100 6300 6300

実績値 3805 2842 2265

計画値 9 9 9

実績値 8 9 10

●
要支援者・総合事業対象者を対象とした、国の基準に基

づき実施する訪問型サービスの利用者数。

実施が推奨されている基準緩和型サービスについて、すでに実施している訪問

型サービスに加え、2019年度から通所型サービスでも基準緩和型のサービス

を創設した。

2020年度はコロナによるサービス利用控えの影響が大きかった。
訪問型サービスＡ

（人/月）
○ ●

要支援者・総合事業対象者を対象とした、市が独自実施

する基準緩和型訪問サービスの利用者数。

総合事業通所介護

（人/月）
△ ●

●
高齢者を対象として開催する、認知症予防のための教室

の参加者数。

2020年度はコロナのため実施できなかった。

口腔衛生・栄養講座

（回）

要支援者・総合事業対象者を対象とした、国の基準に基

づき実施する通所型サービスの利用者数。

ウォーキング等運動

教室（人）
△ ●

高齢者を対象として開催する、運動教室の参加者数。 2020年度はコロナのため定員を削減して実施した。

（2018、2019年度は定員50名、2020年度は定員20名で実施した。）

●

専門職等が市民の要望に応じて地域で開催される行事等

に出張して、介護予防の講座等を実施する事業の参加者

数。

2020年度はコロナのため実施回数減。

介護予防ケアマネジ

メントの推進

介護予防ケアマネジ

メント作成数
△ ●

総合事業を利用した人数。目安の指標として総合事業対

象者数を用いた。

介護予防・日常生活

支援総合事業の推進

脳の健康度テスト

（人）
△ ●

高齢者を対象とした、認知検査を用いて認知機能を評価

しするテストの参加者数。

効果的・効率的な介護予防の周知啓発を目的として実施方法の見直しを行っ

た。計画値と実績値に乖離があるものの、介護予防の取り組みは効果的に推進

できた。

2020年度はコロナのため実施数減。
脳の元気度測定

（人）
△ ●

高齢者を対象とした、認知機能の評価や専門職がアドバ

イスをする事業の参加者数。

△ ●
高齢者を対象とした、高齢期に必要な栄養・歯科口腔の

知識や技術を学ぶ講座の開催回数。

2019年度から、1回の講座の時間を長くして回数を減らす見直しを行ったた

め、開催回数が計画値より減少した。

白井脳いきいき教室

（人）
△

毎年６月の介護予防月間に開催する介護予防講演会の参

加者数。

介護予防を支える拠

点と人材の確保

介護予防推進員数

（人）
○

介護予防の取り組みを推進する介護予防推進員の人数。

当初の見込みより事業対象者の認定を受ける人数が少なかった。

自主的な介護予

防活動の支援

介護予防の意識・知

識の向上支援

介護予防月間イベン

ト参加者数（人）
△ ●

毎年６月の介護予防月間に開催する介護予防イベントの

参加者数。

2020年度はコロナのため実施できなかった。

介護予防講演会参加

者数（人）
△

介護予防体制の

充実

地域における介護予

防活動の支援

しろい楽トレ体操実

施団体数（団体） △ ●

集会所等を活用して住民主体で行う「楽トレ体操」を実

施する団体数。

出前出張講座（人）

「楽トレ体操」を実施する団体の立上げ支援を行ったが、当初の見込みより団

体数が伸びなかった。

2020年度はコロナのため全団体で活動を中止した。

リハビリ専門職によ

る活動支援団体数

（団体）

△ ●

楽トレ体操の拠点にリハビリ専門職を派遣する事業の、

派遣先団体数。

2020年度はコロナのため実施できなかった。

日常生活の支援 給食サービス年間利

用者数（人）
△

一人暮らし高齢者等を対象とした、お弁当配達サービス

の利用者数。

2.介護予防事業

の推進

高齢者向け配食市場の拡大やサービスの質の向上や、給食サービスの利用者の

減少により、市が事業を実施する必要性が薄れたため2021年3月で事業を終了

した。
給食サービス年間利

用回数（回）
△

一人暮らし高齢者等を対象とした、お弁当配達サービス

の延利用回数。

訪問理美容サービス

年間利用者数（人）
○

寝たきり高齢者等の自宅に理美容師が訪問して散髪等を

行うサービスの利用者数。

●

３．生活支援サー

ビスの充実

△

総合事業訪問介護

（人/月）
△
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第７期高齢者福祉計画・介護保険事業計画の実績報告について 資料1-1　　（議題２）

◎当初の計画値以上に実施できた。〇当初の計画値通り実施できた。△実施したが当初の計画値に至らなかった。×実施できなかった。

区分

Ｈ30年度

（2018）

Ｈ31年度

（2019）

Ｒ2年度

（2020）

第７期介護保険事業計画に記載の内容 3ヶ年の

計画値評価

新型コロナ

の影響を受

けた事業

事業内容、指標等 実施状況等
第７期における具体的な取組

計画値 18 18 18

実績値 20 23 25

計画値 2 2 2

実績値 2 1 0

計画値 280 300 300

実績値 267 261 283

計画値 300 315 300

実績値 327 329 316

計画値 9 11 13

実績値 4 0 0

計画値 200 210 220

実績値 201 232 242

計画値 95 105 110

実績値 33 31 22

計画値 1200 1250 1300

実績値 851 792 617

計画値 130 133 136

実績値 126 125 125

計画値 30 45 60

実績値 24 29 46

計画値 6 6 6

実績値 2 2 0

計画値 5 9 13

実績値 2 2 2

計画値 3 3 3

実績値 3 2 0

計画値 3 3 3

実績値 3 1 0

計画値 1 1 1

実績値 ― 5 3

計画値 1 2 2

実績値 ― 2 0

計画値 550 600 650

実績値 271 259 343

日常生活の支援

要介護3以上の高齢者等に紙おむつを支給するサービスの

利用者数。

当初見込みよりサービスの利用者が少なかった。

緊急通報装置の貸与

台数（台）
○

独居高齢者等を対象とした、緊急通報装置の貸し出し

サービスの利用数。

訪問理美容サービス

年間利用回数（回）
○

寝たきり高齢者等の自宅に理美容師が訪問し散髪等を行

うサービスの延利用回数。

介護支援型短期宿泊

年間利用者数（人）
△

虐待を受けている高齢者等を、介護施設で一時的に介護

するサービスの利用者数。

当初見込みよりサービスの対象者が少なかった。

要介護高齢者等を対象に、住宅内の手すりの設置等の助

成を行うサービスの利用件数。

介護保険による住宅改修サービスの上乗せサービスとして実施していたが、障

がい福祉サービスとの公平を図る観点や、利用実績が少ないこと等から、

2018年度を以って事業を終了した。

外出の支援 福祉タクシー年間利

用者数（人）
○

要介護2以上の高齢者等を対象とした、タクシー利用料金

の助成制度の利用者数。

外出支援サービス年

間使用者数（人）
△ ●

外出が困難な車椅子利用者等を病院等まで移送する、外

出支援サービスの利用者数。

当初の見込みより市民の利用ニーズが低かった。

外出支援の在り方について検討する必要がある。

外出支援サービス年

間延使用回数（回）
△ ●

外出が困難な車椅子利用者等を病院等まで移送する、外

出支援サービスの年間延べ利用回数。

当初見込みより相談件数は少なかった。

身内に頼れない市民

のためのエンディン

グ講座開催数（回）

◎

当初の見込みより協力事業者数は伸びなかったが、既存の事業者等の協力によ

り多様な主体による見守り体制を維持した。

お元気みまもり事業

利用登録者（人）
△

見守りパートナーが高齢者宅を定期的に訪問等を行う、

見守り事業の利用登録者人数。

平成29年度より事業実施。

当初の見込みより低い状況ではあったが、登録者数、パートナー数共に増加し

た。コロナ禍でみまもり事業のニーズは増えた。
お元気みまもり事業

見守りパートナー養

成研修（回）

△ ●

見守りパートナーを養成するための研修の開催数。

●

お元気みまもり事業を促進するための市内拠点の設置

数。

終活支援講座の開催やエンディングノートの作成・配布を実施した。当初見込

みより市民の要望が高かったことから、当初計画したよりも講座の回数を増や

した。

2020年度はコロナのため実施できなかった。

コロナのため、2019年度は回数減、2020年度は実施できなかった。

コロナのため、2019年度は回数減、2020年度は実施できなかった。

しろい高齢者みまも

りネット協力事業者

（か所）

△

地域の見守り体制を構築するための、地域の事業者や団

体等による見守りネットワークの協力事業者数。

お元気みまもり事業

見守り拠点チーム

（か所）

●
成年後見制度の周知等を目的とした講演会の開催数。

終末期・死後への

虐待の防止 高齢者虐待相談支援

件数（延べ）
ー

地域包括支援センターを中心とした高齢者虐待の相談支

援等の件数。

市民を対象とした終活支援講座の開催数。

死後事務委任等個別

相談会
△ ●

公証人による死後事務委任等に関する個別相談会の開催

数。

成年後見制度相談会

開催数（回）
△ ●

成年後見制度に関する個別相談会の開催数。

４．地域共生社会

の実現に向けた取

組の推進

２．権利擁護の推進権利擁護の推進 成年後見制度 成年後見制度講演会

開催数（回）
△

地域での支え合

いの促進

支え合い活動の促進

△

住宅改造助成年間利

用件数（件） △

紙おむつ等給付年間

利用者数（人）
△
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